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船舶事故調査報告書 

 

令和３年１０月１３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

委   員  田 村 兼 吉 

委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 同乗者負傷 

発生日時 令和２年９月２０日 １１時３５分ごろ 

発生場所 北海道弟子屈
て し か が

町砂
すな

湯
ゆ

西方沖（屈斜路
く っ しゃ ろ

湖東岸付近） 

 砂湯四等三角点から真方位３０７°２２０ｍ付近 

 （概位 北緯４３°３７.５′ 東経１４４°２１.４′） 

事故の概要 水上オートバイ来夢
ら い む

は、遊走中、水上オートバイ’ 05RXT 赤は、浮

体をえい
．．

航して遊走中、来夢の同乗者２人が、’ 05RXT 赤のえい
．．

航索

に接触し、負傷した。 

事故調査の経過 令和２年９月２３日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 水上オートバイ 来夢、５トン未満 

   ２００－３３９１９北海道、個人所有 

   ２.７０ｍ（Lr）×１.０８ｍ×０.４９ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関、１０６.６５kＷ、平成１２年７月 

Ｂ 水上オートバイ ’ 05RXT 赤、０.２トン 

   ２００－３７２４７北海道、個人所有 

   ２.９３ｍ（Lr）×１.１６ｍ×０.４４ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関、１４４.２kＷ、平成１７年８月 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ ４０歳 

 特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２５年６月１４日 

  免許証交付日 平成３０年５月２１日 

         （令和５年６月１３日まで有効） 

船長Ｂ ４５歳 

 特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成１９年８月３０日 

  免許証交付日 平成２９年５月２４日 

         （令和４年８月２９日まで有効） 

同乗者Ａ₁ １５歳 

同乗者Ａ₂ ２０歳 

 死傷者等 Ａ 重傷 １人（同乗者Ａ₂）、軽傷 １人（同乗者Ａ₁） 
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Ｂ なし 

 損傷 なし 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南東、風力 １、視界 良好 

水象：湖上 平穏 

 事故の経過 

 

Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、船長Ａの知人２人（以下船長Ａ

のすぐ後ろに着席していた同乗者を「同乗者Ａ₁」、最後部に着席して

いた同乗者を「同乗者Ａ₂」という。）を乗せ、遊走の目的で、屈斜路

湖東岸に位置する砂湯四等三角点の北方１５０ｍ付近の湖岸（以下

「本件湖岸」という。）を出発し、遊走を始めた。（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ Ａ船の同型船 

 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、本件湖岸西方２２０ｍ付近で、

知人１人（以下「本件搭乗者」という。）を乗せたトーイングチュー

ブ（全長約２ｍ、全幅約２.２ｍ、背もたれの高さ約０.６ｍ、定員４

人、以下「本件浮体」という。）をえい
．．

航して遊走していた。（写真

２、写真３ 参照） 

写真２ Ｂ船 
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写真３ 本件浮体 

 

船長Ａは、本件搭乗者の動画を撮影する目的で、直進中のＢ船と本

件浮体とを連結するえい
．．

航索（直径約３cm、長さ約２０ｍ、合成繊維

製、黄色、以下「本件えい
．．

航索」という。）にＢ船の右舷後方からＡ

船を接近させて機関を停止し、同乗者Ａ₂が、接近する本件浮体にス

マートフォンのカメラレンズを向け、本件搭乗者の動画を撮影した。 

 船長Ｂは、Ａ船が機関を停止したのを認めた後、遠心力により本件

浮体を左方に振る目的でＢ船を右旋回させ、本件浮体がＡ船から離れ

て通過した後、Ｂ船を直進させた。 

Ａ船は、本件浮体が通過すると、すぐに発進してＢ船と本件浮体を

追い掛け、再度本件えい
．．

航索にＢ船の右舷後方から接近して停止し、

同乗者Ａ₂が本件搭乗者の動画を撮影した。 

船長Ａ及び船長Ｂは、本件搭乗者の撮影を目的とした同様の操縦を

約４～５回繰り返した。 

 Ａ船は、船長Ａが、約５０km/h の速力（対地速力、以下同じ。）で

北西進するＢ船と本件浮体を追い掛け、同乗者Ａ₂に本件搭乗者をで

きるだけ大きく撮影させたいと思い、前回までの撮影時よりも本件え
．

い
．
航索に接近し、船首をＢ船に向けた状態で機関を停止して前進行き

脚で西進する状態となった。（図１ 参照） 
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図１ 本事故発生直前の状況 

 

 Ｂ船は、船長Ｂが、Ａ船が機関を停止したのを確認し、約４０km/h

の速力で右旋回を始めた。 

 船長Ａは、Ｂ船が右旋回を開始した直後、Ａ船が本件えい
．．

航索をく

ぐることとなったことを認め、とっさに身をかがめて本件えい
．．

航索を

避けた。（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 本事故発生時の状況 

 

 同乗者Ａ₁は、令和２年９月２０日１１時３５分ごろ本件えい
．．

航索

が顎
あご

に当たって落水した。 

 同乗者Ａ₂は、本件えい
．．

航索が顔面に当たって後方に転倒し、後頭

部をＡ船の船体に打ち付けた後落水し、意識を失って湖面に浮いた状

態となった。 

 同乗者Ａ₂は、船長Ｂが湖中に飛び込んで救助を試みたところ意識

が回復し、その後、船長Ｂ及び本件搭乗者により本件浮体に引き揚げ

られて湖岸に搬送された。 

 船長Ａは、同乗者Ａ₁をＡ船に引き揚げ、Ａ船を操縦して本件湖岸
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に戻り、一緒に遊走に来ていた同乗者Ａ₂の家族に本事故の発生を知

らせて救急車の要請を依頼した。 

 同乗者Ａ₂は、救急車により弟子屈町内の病院に搬送されて応急処

置を施された後、北海道釧路市内の病院に移送され、全治約２ヶ月の

眼底骨折及び後頭部裂傷と診断されて緊急手術を施され、約７日間入

院した。 

 同乗者Ａ₁は、救急車により弟子屈町内の病院に搬送され、顎の擦

過傷と診断されて手当を受けた。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 船長Ａ及び船長Ｂは、特殊小型船舶操縦士免許取得以来、毎年５回

以上水上オートバイの遊走を行っており、本事故発生日の１１時ごろ

から遊走を繰り返していた。 

船長Ａ、同乗者Ａ₁、同乗者Ａ₂、船長Ｂ及び本件搭乗者は、いずれ

も固型式救命胴衣を着用しており、ヘルメットなどの保護具は着用し

ておらず、飲酒はしていなかった。 

船長Ａは、本件搭乗者の撮影を繰り返す度に本件えい
．．

航索までの距

離を短くして機関を停止し、本件えい
．．

航索に近付くことに慣れたの

で、本事故時、本件えい
．．

航索の右側至近で機関を停止した。 

船長Ａは、本件えい
．．

航索の右側至近で機関を停止した際、少し近付

き過ぎたと感じたものの、Ｂ船が避けてくれると思った。 

船長Ｂは、Ｂ船を右旋回させる直前、Ａ船がかなり近くまで接近し

ていると感じたものの、撮影を約４～５回無難に繰り返した後だった

ので、Ａ船が本件えい
．．

航索をくぐることになるとは思わなかった。 

船長Ｂは、撮影を無難に繰り返したので、Ａ船と本件えい
．．

航索が接

触する可能性があることに対する警戒心が薄れていたと本事故後に思

った。 

船長Ｂは、Ａ船が機関を停止したので停船したと思い、Ｂ船の右旋

回を開始した。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、屈斜路湖東岸沖において、遊走中、船長Ａが、本件搭乗者

の撮影を目的として、北西進中のＢ船が本件浮体をえい
．．

航して右旋回

を開始する直前、本件えい
．．

航索の右側至近まで接近して機関を停止し

たものの、前進行き脚で西進し、Ｂ船が右旋回を開始した際、本件え
．

い
．
航索をくぐることとなり、同乗者Ａ₁及び同乗者Ａ₂が、本件えい

．．
航

索に当たって負傷したものと考えられる。 

 船長Ａは、同乗者Ａ₂に本件搭乗者をできるだけ大きく撮影させた

いとの思いがあったこと及びＢ船がＡ船を避けてくれると思ったこと
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から、本件えい
．．

航索の右側至近まで接近して機関を停止したものと考

えられる。 

 Ｂ船は、屈斜路湖東岸沖において、本件浮体をえい
．．

航して北西進

中、船長Ｂが、右旋回を開始する直前、本件えい
．．

航索の右側至近で機

関を停止したＡ船を認めた際、Ａ船が停船したと思い、また、撮影を

約４～５回無難に繰り返し、Ａ船と本件えい
．．

航索が接触する可能性に

対する警戒心が薄れていたことから、Ａ船が本件えい
．．

航索をくぐるこ

とになるとは思わず、右旋回を開始したものと考えられる。 

原因 本事故は、屈斜路湖東岸沖において、Ａ船が遊走中、Ｂ船が本件浮

体をえい
．．

航して北西進中、船長Ａが、本件搭乗者の撮影を目的とし

て、Ｂ船が右旋回を開始する直前、本件えい
．．

航索の右側至近まで接近

して機関を停止したものの、Ａ船が前進行き脚で西進し、また、船長

Ｂが、本件えい
．．

航索の右側至近で機関を停止したＡ船を認めた際、Ａ

船が停船したと思い、右旋回を開始したため、Ａ船が本件えい
．．

航索を

くぐることとなり、同乗者Ａ₁及び同乗者Ａ₂が、本件えい
．．

航索に当た

ったことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、撮影等の目的で浮体等をえ
．
い
．
航して航走中の他船に接近

する際は、えい
．．

航索と接触のおそれがある距離まで接近しないこ

と。 

・浮体等をえい
．．

航して航走中の船舶の船長は、他船が撮影等の目的

で自船に接近する場合、えい
．．

航索、浮体及び他船の位置関係を常

に認識して操船すること。 



- 7 - 

付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 


